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　人と人、人と学びをつなぐ。 
　広島県立生涯学習センターのメルマガをお届けします。
　┏━━━━━━━━━━━━━┓
　　　ぱ　れ　っ　と　通　信　　
　┗━━━━━━━━━━━━━┛
　　　　　　　　　 No.250　（Ｒ８.２.12）
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　「〇△□さん、大変ですよ！」（某放送局）という番組がありましたが、学校教育を巡る状況はまさにこの「大変ですよ！」なのかもしれません。次期学習指導要領（2030年頃）の改訂の骨子が見えてきました。社会教育・社会教育人材に直接関わってきそうな内容として、授業時数の自由裁量とそれに伴う総合・探究の時間の増大が見通せます。恐らく、学校週５日制が導入（1992年開始）されることになって以来の衝撃ではないでしょうか。当時の「受け皿論」と同じ轍を踏まないよう、今から一緒に備えていきましょう。
さて、恒例の「広島県生涯学習研究実践交流会」（主催：日本生涯教育学会　共催：広島県教育委員会）が、今年も広島県情報プラザにおいて３月７日（土）に開催されます。（オンラインでの参加も可能です。）詳細は、広島県立生涯学習センターのホームページにある要項等をご覧ください。
今回のテーマは「変わる学校　変わる地域　～10年後の学びの姿をみなさんでデザインしませんか～」としています。社会教育は良きにつけ悪しきにつけ、学校教育と密接に関わってきました。そのため近年は、社会教育が学校教育の補完的・従属的な位置づけになってはいないか、との指摘も受けてきたところです。背後には、社会教育の定義（社会教育法）の「学校の教育課程として行われる教育活動を除き」に見られる「教育課程」が大きな壁として立ちはだかっていたと考えられます。ここにどうやら風穴が開けられそうだというのが、次期学習指導要領なのです。
続いて、プログラムについてです。これまでの分科会形式は取らず、事例発表を軸としたトークセッションと10年後の学びの姿をデザインするグループワークが企画されています。トークセッションでは、「社会教育人材を活用した学校づくり・地域づくりの提案」と題して、一般社団法人まなびのみなと代表理事の取釜宏行氏と長野県大町市立美麻小中学校地域学校協働コーディネーターの前川浩一氏に事例紹介をいただきます。それらを受けて、グループワークでは「私たちがデザインする10年後の学びの姿」と題して、参加者総掛かりで「未来の学び」を描きます。
今年は、ボランティア・スタッフの皆さんの強みを発揮していただけるよう、センター職員が着々と準備を進めています。それぞれの立場で、参加者みんなが主役となれる実践交流会となるよう、力を合わせましょう。当日、対面・オンラインで皆さんとお目にかかれますこと、心より楽しみにしています。

日本生涯教育学会瀬戸内支部長　清國　祐二
（大分大学大学院教育学研究科教授）

■━━━━━□━━━━━■━━━━━□━━━━━■━━━━━□

＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊
＊　今月号の目次  ＊
＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊
[bookmark: _Hlk161152634]
【１】指導者研修情報
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【１】指導者研修情報
━━━━━━━━━━━━━━━■■

◆【報告】地域課題対応研修支援（訪問型研修）

　★生涯学習・社会教育関係職員研修（呉市）
　　＜初級＞
　　（終了しました）第１回：令和７年12月12日（金）
　　　　　　　　　　第２回：令和８年１月13日（火）

　　　＊第１回は、生涯学習の概念や社会教育の意義・役割、国の動向について等、基本事項について学びました。意見交流では、「センター職員としてできること」について、グループで話し合い交流しました。
＊第２回は、生涯学習・社会教育に係る法令について学びました。日々の業務がどのような法的根拠に基づいているかを確認しました。演習では、事例についてケーススタディを行いました。具体的にどのように判断し行動すればよいか、グループで話し合いました。　　　

　　＜中級＞
　　（終了しました）第１回：令和７年12月25日（木）
　　　　　　　　　　第２回：令和８年１月26日（月）

　　　＊第１回では、地域の資源や課題を可視化し、それらに基づいた学習プログラムづくりについて学びました。演習では、「個人の要望」「社会の要請」に基づいた計画とすることや、地域資源の活用を意識することなどに留意しながら学習プログラムを作成しました。
　　　＊第２回では、学習プログラムの評価について、その意義や具体的な場面や内容・方法について学びました。演習では、各自で作成した学習プログラムについて参考になったことや改善案を出し合い、それらをもとにプログラムのリデザインを行いました。

▼詳しい情報は、以下のURLからどうぞ！
https://www.pref.hiroshima.lg.jp/site/center/houmongatakensyu-r07houkoku.htmlリンク①


■■━━━━━━━━━━━━━━━━━
【２】生涯学習・社会教育に関する情報
━━━━━━━━━━━━━━━━━■■

◆【案内】第14回広島県生涯学習研究実践交流会（第二次案内）
　　≪只今募集中！！　２月25日（水）申込締切≫

　生涯学習・社会教育関係者が一堂に会して研究や実践を交流することで、生涯学習・社会教育を推進するための資質を高めるとともに、連携・協働のプラットフォーム（幅広い機関・組織・団体等の乗り入れの場）として、生涯学習・社会教育関係者の広範なネットワークづくりを進めます。

　日　時：令和８年３月７日（土）13:00～16:30
方　法：ハイフレックス（対面又はオンライン）
テーマ：変わる学校　変わる地域
～10年後の学びの姿をみなさんでデザインしませんか～
チェックイン：社会教育には追い風？　～学習指導要領改訂が意味すること～
トークセッション（事例発表）：社会教育人材を活用した
学校づくり・地域づくりの提案
グループワーク：私たちがデザインする10年後の学びの姿
チェックアウト：明るい展望が描けましたか？
～10年後の未来に向けて私たちが育みたいもの～

▼詳しい情報は、以下のURLからどうぞ！
https://www.pref.hiroshima.lg.jp/site/center/jissenkouryukai.html
リンク②

■■━━━━━━━━━━━━━━━
【３】その他
━━━━━━━━━━━━━━━■■

◆【案内】令和７年度オープンバッジ受領者交流会（第２回）
　　≪只今募集中！！　２月20日（金）申込締切≫

生涯学習・社会教育分野における学習意欲の向上及び社会教育人材のネットワーク化、オープンバッジ受領者同士のコミュニティ形成を図るため、オープンバッジ受領者交流会（第２回）を開催します。

　日　時：令和８年２月27日（金）18:00～19:00
　方　法：オンライン
　対　象：令和５～７年度　オープンバッジ受領者
　　　　　令和６年度社会教育主事講習［Ｂ］修了者

　★同じ分野で活躍する方々と日々の活動について語りませんか。
　　途中参加・途中退席も可能です。お気軽に御参加ください。お待ちしています。

▼詳しい情報は、以下のURLからどうぞ！
https://www.pref.hiroshima.lg.jp/site/center/openbadge.html
リンク③

＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊
＊    リンク集    ＊
＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊

広島県教育委員会
https://www.pref.hiroshima.lg.jp/site/kyouiku/
広島県立図書館
https://www2.hplibra.pref.hiroshima.jp/
広島県立福山少年自然の家
https://www.pref.hiroshima.lg.jp/site/fukuyamashonen/
みよし風土記の丘ミュージアム（広島県立歴史民俗資料館）
https://www.pref.hiroshima.lg.jp/site/rekimin/
ふくやま草戸千軒ミュージアム（広島県立歴史博物館）
https://www.pref.hiroshima.lg.jp/site/rekishih/
頼山陽史跡資料館（広島県立歴史博物館 分館）
https://www.pref.hiroshima.lg.jp/site/raisanyou/
その他の県内の生涯学習情報（広島県教育委員会事務局生涯学習課HP）
https://www.pref.hiroshima.lg.jp/site/kyouiku/syougaisyakai.html

＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊
＊    編集後記    ＊
＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊

　寒さのピークを迎える２月は、春の訪れを心待ちにする時期でもあります。
厳しい寒さの中では、私たちは自然と身を寄せ合い、互いの温もりを感じながら過ごします。地域活動も、どこかそれに似ているのではないでしょうか。一人でできることには限りがありますが、仲間とつながり、知恵や経験を持ち寄ることで、活動はより豊かに、力強いものへと育っていきます。
来月開催の「広島県生涯学習研究実践交流会」は、まさにその第一歩となる場です。新しい出会いや学びを通して、活動の可能性を広げてみませんか。皆様の御参加をお待ちしています。

---------------------------------------------------
広島県広島市中区千田町三丁目7-47  
TEL：082-248-8848
FAX：082-248-8840
E-mail：sgcshinkou@pref.hiroshima.lg.jp
URL：https://www.pref.hiroshima.lg.jp/site/center/
---------------------------------------------------
＊御感想等・配信登録・停止はメールでお知らせください。
＊お預かりする個人情報は、適正に管理し、承諾なくこのメールマガジン発行　の目的以外に利用すること、第三者に開示することは一切ありません。
＊内容の無断転写を禁止します。
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